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冷
泉
家
は
和
歌
の
家
で
、
冷
泉
流
歌
道

宗
家
。
こ
の
「
和
歌
」
は
、
文
字
通
り
、

「
や
ま
と
う
た
」。
中
国
の
「
漢
詩
」、「
カ

ラ
ウ
タ
」
に
対
比
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

和
歌
は
平
安
・
鎌
倉
時
代
の
貴
族
社
会
で

大
い
に
流
行
し
た
。「
古
今
集
」「
新
古
今

集
」
が
そ
の
代
表
的
な
歌
集
。
こ
れ
ら
は

勅
撰
と
い
う
国
家
事
業
で
あ
っ
た
。
ま
た

た
だ
単
に
「
歌
」
と
の
み
い
う
。

こ
の
和
歌
は
、
室
町
時
代
に
大
流
行
し

た
宗
祇
の
連
歌
に
変
容
し
た
り
、
こ
の
連

歌
の
発
句
か
ら
江
戸
時
代
中
期
の
芭
蕉
に

よ
っ
て
新
し
い
芸
術
で
あ
る
俳
諧
、
俳
句

に
ま
で
高
め
ら
れ
た
。
さ
ら
に
江
戸
後
期

に
は
大
田
南
畝
、
狂
歌
名
四
方
赤
良
ら
の

狂
歌
が
生
ま
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
明
治
に

は
近
代
短
歌
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
明
治

以
降
の
小
学
唱
歌
や
、
今
日
の
演
歌
の
歌

詞
は
ほ
と
ん
ど
が
「
七
五
調
」
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
和
歌
を
元
に
し
て
、
時
代

時
代
に
そ
の
時
代
の
精
神
、
趣
向
に
合
っ

た
詩
形
に
な
っ
て
い
る
。
伝
統
が
変
容

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
和
歌
の

五
七
五
七
七
に
は
、
あ
る
い
は
、
我
々
日

公家屋敷の風格ある佇まいを見せる冷泉家の玄関（式台）

江
戸
時
代
、
京
都
御
苑
一
帯
に
は
宮
家
や
公
家
の
邸
宅
が
建
ち
並
ん
で
い
た
。

現
在
も
御
苑
の
北
西
、
今
出
川
通
に
面
し
て
住
宅
を
構
え
る
冷
泉
家
は
、
藤
原
定
家

を
祖
先
と
し
、
そ
の
自
筆
原
本
「
明
月
記
」（
国
宝
）
の
収
蔵
で
も
知
ら
れ
て
い
る
和

歌
の
家
。
冷
泉
家
の
来
歴
に
つ
い
て
当
主
冷
泉
為
人
氏
に
伺
う
。

和
歌
の
家
・
冷
泉
家冷

泉
為
人
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家
住
宅
と
し
て
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
る
。

冷
泉
家
は
平
安
・
鎌
倉
時
代
の
長
家
卿

か
ら
始
ま
る
御み

子こ

左ひ
だ
り

家け

の
中
か
ら
、
歌

聖
と
仰
が
れ
た
藤
原
俊
成
卿
、
定
家
卿
父

子
を
祖
先
に
持
つ
「
和
歌
の
家
」。
冷
泉

と
い
う
家
名
を
名
乗
る
の
は
、
鎌
倉
時
代

の
為た

め

相す
け

卿
か
ら
。
俊
成
卿
、
定
家
卿
か
ら

数
え
る
と
ほ
ぼ
八
百
年
、
長
家
卿
か
ら
だ

と
一
千
年
、
為
相
卿
か
ら
で
も
七
百
四
十

年
、
家
は
続
い
て
い
る
。

冷
泉
家
は
為
家
卿
か
ら
典
籍
類
を
相
伝

し
て
い
る
。
こ
れ
は
勅
撰
集
を
選
集
す
る

家
の
伝
統
を
ま
さ
に
継
承
す
る
も
の
で
あ

る
。
そ
れ
ら
の
多
く
の
歌
論
書
と
歌
書
を

継
承
保
存
し
、
現
在
は
公
益
財
団
法
人
冷

泉
家
時
雨
亭
文
庫
が
所
蔵
し
て
い
る
。
そ

の
内
、
国
宝
五
件
、
重
要
文
化
財
四
十
八

件
、
総
点
数
は
ほ
ぼ
千
三
百
点
を
数
え
る
。

冷
泉
家
が
ど
う
し
て
八
百
年
続
い
た
の

本
人
の
資
質
、
息
つ
ぎ
、
リ
ズ
ム
が
あ
る

の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
は
声
に
出
し
て

「
詠
う
」、「
歌
う
」
こ
と
に
起
因
す
る
の

で
あ
ろ
う
か
。

江
戸
時
代
の
初
め
か
ら
今
日
ま
で
の
冷

泉
家
は
、
公
家
町
の
最
北
端
、
い
わ
ゆ
る

京
都
御
苑
の
北
側
、
今
出
川
通
り
の
北
側

に
南
面
し
、
今
で
は
三
方
が
同
志
社
大

学
に
囲
ま
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
家
を
構

え
た
の
は
慶
長
十
一
年
（
一
六
〇
六
）。

天
明
の
大
火
（
天
明
八
年
（
一
七
八
八
））

に
焼
失
し
、
二
年
後
の
寛
政
二
年

（
一
七
九
〇
）
に
同
地
に
再
建
し
た
。

ま
た
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
に
東
京

遷
都
が
な
さ
れ
た
。
こ
の
時
、
多
く
の
公

家
が
お
供
を
し
て
東
京
に
移
っ
て
い
っ

た
。
こ
の
な
か
冷
泉
家
は
、
京
都
御
所
の

お
留
守
居
役
を
仰
せ
つ
か
り
、
京
都
に

残
っ
た
。
こ
れ
が
現
在
に
ま
で
続
き
、
そ

の
結
果
冷
泉
家
住
宅
は
唯
一
現
存
す
る
公

自
然
観
察
の
す
す
め

フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
を

　
　
　
　
持
っ
て
歩
こ
う	

河
合
嗣
生

か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
次
の
五
つ
の
要

因
が
考
え
ら
れ
る
。
①
冷
泉
家
は
勅
撰
集

を
選
集
す
る
家
の
伝
統
を
継
承
す
る
「
歌

道
」
の
家
で
あ
っ
た
こ
と
。
②
日
本
を
代

表
す
る
典
籍
類
を
冷
泉
家
の
代
々
は
必
死

に
、
愚
直
に
守
り
伝
え
て
き
た
こ
と
。
③

日
本
の
重
要
文
化
財
千
三
百
点
に
も
及
ぶ

典
籍
類
を
「
神
」、
そ
れ
ら
を
収
蔵
す
る

蔵
を
「
神
殿
」
と
し
て
尊
崇
し
て
き
て
い

る
こ
と
。
④
冷
泉
家
が
継
承
し
て
き
た
和

歌
は
、
一
つ
の
基
本
型
、
約
束
事
、
ル
ー

ル
な
ど
と
い
っ
た
規
範
の
「
型
」
を
持
っ

て
い
た
こ
と
。
⑤
冷
泉
家
が
公
家
の
中
で

ち
ょ
う
ど
中
ほ
ど
の
家
格
、
羽
林
家
で

あ
っ
た
こ
と
。
つ
ま
り
「
一
流
の
二
流
」

で
あ
っ
た
こ
と
が
良
か
っ
た
。

と
も
か
く
も
冷
泉
家
は
、「
武
力
」
も

な
く
、「
経
済
力
」
も
な
い
。
た
だ
有
る

の
は
「
文
化
力
」
だ
け
。
こ
の
文
化
力
で

八
百
年
生
き
続
け
て
き
た
稀
有
な
家
が
冷

泉
家
で
あ
る
。

（
公
益
財
団
法
人
冷
泉
家

時
雨
亭
文
庫
理
事
長
）

※
文
中
の
写
真
及
び
図
に
つ
い
て
は

　

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
の
提
供

宅
の
庭
な
ら
「
小
自
然
」、
樹
々
の

豊
か
な
公
園
緑
地
や
庭
園
は
「
中

自
然
」。
山
や
国
立
公
園
が
「
大
自

然
」。
さ
ら
に
京
都
の
自
然
環
境
で

は「
大
自
然
＝
京
都
北
山
か
ら
芦
生
」

「
中
自
然
＝
京
都
御
苑
や
鴨
川
、
社

寺
の
庭
園
」「
小
自
然
＝
個
人
の
お

庭
」
と
考
え
ら
れ
そ
う
で
す
。
も
ち

ろ
ん
多
く
の
生
き
も
の
は
言
葉
の
区

別
な
く
、
特
に
野
鳥
達
は
エ
サ
を
求

め
て
季
節
移
動
し
て
い
る
の
で
「
大

自
然
・
中
自
然
・
小
自
然
」
を
行
き

来
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

実
際
に
京
都
北
山
に
棲
む
野
鳥
の

一
部
は
、
季
節
的
な
移
動
時
に
は
京

都
御
苑
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
、
渡

り
鳥
も
春
と
秋
の
渡
り
の
途
中
で
立

ち
寄
っ
て
い
ま
す
。
中
自
然
の
京
都

御
苑
と
大
自
然
の
北
山
と
が
鴨
川
で

南
北
に
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
も
見
逃

せ
な
い
環
境
条
件
で
す
。

言
い
換
え
れ
ば
、
奥
深
い
山
奥
ま

で
行
か
な
く
て
も
、
京
都
御
苑
の
よ

う
な
樹
林
が
豊
か
な
場
所
で
あ
れ
ば

さ
ま
ざ
ま
な
生
き
も
の
達
に
出
会
え

る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

で
は
フ
ィ
ー
ル
ド
に
出
て
自
然
観

察
を
始
め
ま
し
ょ
う
。
た
だ
し
生
き

も
の
達
と
出
会
う
に
は
、
少
し
ば
か

テ
レ
ビ
放
映
で
「
大
自
然
」
と
タ

イ
ト
ル
が
つ
く
番
組
を
目
に
し
ま

す
。
大
自
然
が
あ
れ
ば
小
自
然
っ
て

あ
る
の
だ
ろ
う
か
？ 

辞
書
で
調
べ

る
と
「
大
自
然
＝
は
か
り
知
れ
な
い

広
大
な
自
然
／
偉
大
な
自
然
／
山
、

海
な
ど
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
残

念
な
が
ら
「
小
自
然
」
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
こ
で
「
自
然
」
を
身

近
な
場
所
に
あ
て
は
め
る
と
、
住

60巻に及ぶ定家自筆の日記『明月記』

大文字山から見た風景：街に浮かぶ緑の島（左より黒谷、吉田山、奥は京都御苑）

←

→

江戸時代の公家町の地図（部分）

冷泉家

禁裏（御所）
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私
は
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
で
京
都
観
光
を
推

進
す
る
仕
事
を
し
て
お
り
、
大
政
奉
還

一
五
〇
年
を
テ
ー
マ
に
開
催
中
の
「
京
の

冬
の
旅
」
や
六
月
に
運
行
開
始
す
る
新

た
な
寝
台
列
車
「
T
W
I
L
I
G
H
T 

E
X
P
R
E
S
S
瑞
風
（
み
ず
か
ぜ
）」

の
企
画
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
企
画
を
通
じ
て
、
九
州
や
首
都
圏

ま
た
海
外
か
ら
お
越
し
に
な
る
お
客
様

に
、
京
都
の
豊
か
な
歴
史
・
文
化
や
美
し

い
自
然
を
発
信
し
、「
京
都
フ
ァ
ン
」
を

増
や
し
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
西
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
京
都
支
社 

京
都
交
流
推
進
委
員
会
事
務
局
長
）

京
都
御
苑
は
京
都
の
中
心
と
は
思
え
な

い
豊
か
な
自
然
が
魅
力
で
、
よ
く
子
供
と

一
緒
に
散
歩
し
て
い
ま
す
。
春
は
梅
林
や

桃
林
で
花
の
色
と
香
り
を
満
喫
、
夏
は
九

條
池
で
巨
大
ス
ッ
ポ
ン
を
探
し
、
秋
は
蛤

御
門
近
く
で
大
き
な
団
栗
を
拾
い
、
冬
は

近
衞
邸
跡
近
く
の
児
童
公
園
で
凛
と
し
た

空
気
を
胸
一
杯
吸
い
込
ん
で
澄
ん
だ
青
空

を
眺
め
る
な
ど
し
、
移
ろ
う
季
節
を
堪
能

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
自
然
だ
け
で
は
な
く
、
通
年
公

開
が
始
ま
っ
た
「
京
都
御
所
」
は
も
ち
ろ

ん
、
京
都
御
苑
近
隣
の
「
護
王
神
社
」「
盧

山
寺
」
な
ど
で
は
歴
史
や
文
化
も
感
じ
る

こ
と
が
で
き
、
京
都
に
観
光
で
お
越
し
に

な
っ
た
方
に
も
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

ノ
ー
ト
」。
見
つ
け
た
も
の
・
気
に

な
っ
た
こ
と
を
メ
モ
や
ス
ケ
ッ
チ
す

る
、
こ
れ
で
生
き
も
の
達
を
見
る
目

が
養
わ
れ
、
記
憶
も
ず
っ
と
深
い
も

の
に
な
り
ま
す
。

フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
は
「
野
帳
」

（
方
眼
タ
イ
プ
が
お
す
す
め
）
と
言

う
名
で
市
販
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
般

的
な
も
の
は
縦
長
の
長
方
形
、
広
げ

る
と
ほ
ぼ
正
方
形
に
な
り
、
お
好
み

で
縦
に
も
横
に
も
使
え
ま
す
。
薄
く

て
軽
い
の
で
ポ
ケ
ッ
ト
に
鉛
筆
と
一

緒
に
入
れ
て
も
荷
物
に
な
り
ま
せ

ん
。
使
い
方
の
コ
ツ
は
、
気
づ
い
た

こ
と
・
見
た
こ
と
を
自
由
に
ど
ん
ど

ん
描
く
こ
と
で
す
。
そ
し
て
メ
モ
に

は
場
所
と
日
付
や
天
候
も
忘
れ
な
い

よ
う
に
書
い
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ま

た
写
真
を
貼
っ
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
生
き
も
の
達

が
動
き
始
め
ま
す
。
休
み
の
日
に
は

フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
を
ポ
ケ
ッ
ト
に

御
苑
散
策
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

一
年
後
に
は
あ
な
た
だ
け
の
自
然
観

察
図
鑑
が
出
来
る
で
し
ょ
う
。

（
京
都
自
然
観
察
学
習
会
）

り
の
気
配
り
が
大
切
で
す
。
ゆ
っ
く

り
と
時
間
と
回
数
を
か
け
楽
し
ん
で

歩
く
こ
と
、
騒
が
な
い
こ
と
、
そ
し

て
地
面
か
ら
木
の
上
ま
で
広
く
見
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

し
ば
ら
く
前
に
知
人
か
ら
連
絡
が

あ
り
ま
し
た
、
オ
オ
タ
カ
が
ハ
ト
を

捕
え
た
場
面
の
写
真
を
撮
っ
た
と
言

う
の
で
す
。
見
せ
て
も
ら
う
と
驚
く

ば
か
り
の
迫
力
の
シ
ー
ン
が
写
っ
て

い
ま
し
た
。
こ
れ
ば
か
り
は
撮
ろ
う

と
思
っ
て
も
出
会
え
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
撮
影
者
は
鳥
の
専
門
家

で
も
写
真
の
愛
好
家
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
ビ
ギ
ナ
ー
ズ
ラ
ッ
ク
と
い
う
言

葉
も
あ
り
ま
す
が
、
や
は
り
歩
い
た

時
間
の
多
さ
が
生
き
も
の
達
と
の
出

会
い
と
し
て
報
わ
れ
た
の
だ
と
思
い

ま
す
。

さ
ら
に
そ
の
自
然
観
察
を
さ
ら
に

楽
し
む
ア
イ
テ
ム
（
持
ち
物
）
が
あ

り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
双
眼
鏡
や
ル
ー

ペ
が
あ
れ
ば
自
然
観
察
が
楽
し
く
な

る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
す
が
、
忘

れ
て
な
ら
な
い
の
が
「
フ
ィ
ー
ル
ド

ある日のフィールドノート

ドバトを捕え食べるオオタカ：2016年12月

苑
内
利
用
者
の
声

日
本
の
四
季
と
歴
史
・
文
化
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
「
京
都
御
苑
」

松
田
大
祐

お恥ずかしい話ですが、これまで御所と御苑
の違いすら区別できていませんでした。そこ
でいい機会だと思って、まずは『源氏物語』
にゆかりのある場所に行ってみることにしま
した。仙洞御所の北側へ向かうと、「土御門
第跡」と書かれた案内板が建っています。今
では何も残っていませんが、そこにはかつて
御堂関白藤原道長が構えた大邸宅がありまし
た。上東門に至る土御門大路に面していたこ
とから、土御門殿あるいは上東門殿と呼ばれ
ています。この土御門殿、本来は道長の妻倫
子の実家で、藤原朝忠邸でした。それが結婚
後に道長の居所となったのです。さらに道長
の娘中宮彰子のお産を描いた『紫式部日記』
には、彰子の里邸としても登場しています。
紫式部は冒頭で「秋のけはひ入りたつままに
土御門殿のありさま、いはむ方なくをかし」
と述べており、当時の土御門殿の様子がいか
に素晴らしかったかがうかがえます。この場
所に紫式部もいたのだと思うと、何だか不思
議なつながりを感じます。

京都御苑桃林
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編集 監修

編集後記

会員募集（2017年度）のお知らせ
2017年度（2017年１月～１２月）の
国民公園協会京都御苑会員を募集し
ます。
■ 年会費
⃝普通会員 ………… 1,000円以上
⃝賛助会員（会社・団体）
　　　　　………… 10,000円以上

■ 会員特典
1 京都御苑ニュースの送付
2 葵祭及び時代祭の観覧席招待券

の進呈 （ただし普通会員は会費
4,000円以上の方に限ります。）

■ 申し込み・お問合せ先
　 （一財）国民公園協会京都御苑

■苑内利用施設・サービスのご案内

http://www.fng.or.jp/京 都 御 苑 検索詳しくは

■イベントのお知らせ■イベントのお知らせ

閑院宮邸跡収納展示館

京都御苑南西角の旧閑院宮邸跡地に建つ公家屋
敷の風格残る旧宮内省建物の遺構。収納展示室
では京都御苑の歴史や自然が学べます。
開館時間： 9：00～16：30（入場は16：00まで）
休 館 日：月曜日（祝日は開館）、年末年始
アクセス： 間ノ町口（御苑南西角　地下鉄丸太

町駅　市バス烏丸丸太町　徒歩5分）

拾
しゅうすいてい

翠亭（茶室）

五摂家の一つであった九條家の遺構で江戸時代
後期に建てられた九條家別邸。2017年より1～
2月含む通年公開をスタート!
参　観： 毎週木・金・土曜日、葵祭、時代祭　9：30

～15：30　参観料　100円（高校生以上）
利　用： 茶会、句会、謡曲等の会合にご利用で

きます。上記参観日、年末年始を除く
毎日9：00～16：00  利用料 12,000円～

申し込み： 国民公園協会京都御苑

休憩所（レストハウス・売店）

梅、桃、桜などお花見の休憩やお食事・喫茶に
ご利用ください。京都御苑オリジナルのおみや
げものを揃えてお待ちしております。
営業時間： 9：00～16：30

中立売北休憩所（御苑西側中立売御門北すぐ）
食堂、売店（京みやげ）、ギャラリー。
中立売南休憩所（御苑西側中立売御門南すぐ）
軽食・喫茶、売店（京みやげ）。

富小路休憩所（御苑南東富小路口すぐ、テニス
コート隣接）　軽食・喫茶、菓子等の販売。

駐車場

料金：乗用車500円 バス1,300円（最初の3時間）
中立売御門西駐車場（乗用車、バス）
入場　7：40～19：30　出場　24時間
清和院御門東駐車場（乗用車専用）
入・出場　8：40～20：00（20：00以降閉鎖）

運動施設

富小路テニスコート（5面）　有料
富小路広場（6面）／今出川広場（3面）　有料
軟式野球・ソフトボールなどにご利用ください。
申し込み： 国民公園協会京都御苑

京都御所の通年公開・仙洞御所の参観拡充

京都御所では、事前申込不要の通年公開が行わ
れています。仙洞御所も事前申請に加えて当日
受付にて参観可能です。
公開・参観日：通年、ただし月曜日（祝日の場

合は翌日）年末年始、行事等の実施
のため支障のある日は休み。

お問合せ： 宮内庁京都事務所　☎075-211-1215

京都迎賓館一般公開

日本の歴史、文化を象徴する京都で、海外から
の賓客をお迎えする国の迎賓施設です。
期間、料金等の詳細は迎賓館のホームページで
ご確認ください。
お問合せ： 迎賓館京都事務所
　　　　　☎075-223-2302（自動音声案内）

クロード・ルフェーブル写真展「日本庭園の風情」

フランス人写真家兼文化人類学者のルフェーブ
ル氏が日本人の美意識に着目し８年の歳月をか
け撮影した選りすぐりの作品を展示します。
期　　間： 平成29年4月12日（水）～5月7日（日）

場　所： 閑院宮邸跡収納展示館レクチャーホール
　　　　 9：00～16：30　月曜日休館
　　　　観覧無料
主　催：環境省京都御苑管理事務所
　　　　兵庫県立人と自然の博物館

京都御苑春の自然教室

日　　時： 平成29年4月16日（日）9：30～12：00
受　　付： 9：00～9：20
集　　合： 富小路口
　　　　　（京都御苑南東 地下鉄丸太町600ｍ）
講　　師：京都自然観察学習会の先生方
内　　容： 春の御苑の植物、キノコ、昆虫や野

鳥の生態を観察します。
参 加 費： 100円（保険代）
主　　催：環境省京都御苑管理事務所

（一財）国民公園協会京都御苑

持 ち 物： 筆記用具、雨天時の準備、野外活動
に適した服装でご参加ください。ルー
ペ、双眼鏡など観察用具があると便
利です。

新緑のトンボ池一般公開

普段は立入りを制限している「トンボ池」を公
開します。自由に見学ができますので、散策の
折にはお立ち寄りください。（雨天中止）
※捕虫網や三脚の持ち込みはご遠慮ください。
日　時： 平成29年5月23日（火）、24日（水）
　　　　 9：30～12：00
場　所： 京都御苑内トンボ池
参加費：無料
主　催：環境省京都御苑管理事務所
　　　　☎075-211-6348
　　　　（一財）国民公園協会京都御苑

誌面一新、四季が巡り再び春号とな
りました。2017～2018年は大政奉還
～明治維新へと続く京の激動の時代
から150年の節目に当たります。温故
知新、御苑ニュースを今季もよろしく。

（発行人　池田善一）
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2月 3月 4月 5月

３月中旬～４月中旬モモ〈桃林〉

３月下旬～４月中旬イトザクラ〈近衞邸跡周辺〉

３月下旬～４月中旬ヤマザクラ〈苑内全域〉

４月上旬～４月中旬サトザクラ〈出水の小川付近〉

御
苑
の
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暦

丸太町通 富小路口
京都地方裁判所

寺
町
通

寺町御門

トンボ池入口

春の自然教室受付
富小路休憩所
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